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真
岡
井
頭
公
園
は

マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会

「
ね
ん
り
ん
ぴ
っ
く
栃
木
2014
」

№ 192
秋
2014

第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭
が
10
月
4

日
か
ら
県
内
20
会
場
で
行
わ
れ　

全

国
各
地
か
ら
お
よ
そ
1
万
人
以
上
の

選
手
が
参
加
し　

日
頃
の
成
果
を
競

い
ま
し
た

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
と
は　

60
歳
以

上
を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た

ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通
し
て
交

流
を
深
め
る
大
会
で　

競
技
・
交
流

種
目
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す

マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
の
会
場
と
な
っ

た
真
岡
井
頭
公
園
は
恒
例
「
真
岡
井

頭
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
と
も
重
な
り
周

回
コ
ー
ス
は
色
と
り
ど
り
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
姿
の
選
手
た
ち
で
溢
れ
て

い
ま
し
た

小
雨
の
中　

深
ま
り
行
く
秋
の
気
配

を
感
じ
な
が
ら
選
手
た
ち
は
懸
命
な

走
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。



第192号 平成26年10月28日（2）

当
日
は
運
営
部
会
を
担
当
し

J R
宇
都
宮
駅
等
で
乗
降
案
内

　
第
31
回
法
人
会
全
国
大
会
「
栃
木
大
会
」

全
国
か
ら
一
九
〇
〇
余
名
が
集
い
、
交
流
と
連
帯
深
め
る

　

全
国
各
地
の
法
人
会
の
代
表
が
一
堂
に

会
す
る
「
第
31
回
法
人
会
全
国
大
会
・
栃

木
大
会
」
は
、秋
晴
れ
の
10
月
16
日
（
木
）、

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
全
国
41
県
連
４
４
２
単
位

会
か
ら
一
九
一
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
栃
木
県
法
人
会
連
合
会
が
主

管
と
な
り
「
観
て　

味
わ
い　

癒
や
さ
れ

て
」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
記
念
講

演
会
、
式
典
、
懇
親
会
の
３
部
構
成
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
午
後
２
時
の
記
念
講

演
会
は
、
杉
尾
秀
哉
氏
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

報
道
局
）
が
「
日
本
の
行
方
～
政
治
と
経

済
の
現
状
分
析
と
展
望
」
と
題
し
て
、
約

１
時
間
に
わ
た
っ
て
熱
弁
を
振
る
い
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
県
法
連
・
高
橋
文
吉
会
長

の
歓
迎
挨
拶
に
続
き
、
主
催
者
で
あ
る
全

法
連
・
池
田
弘
一
会
長
は
「
事
業
の
公
益

性
を
重
視
し
、
運
営
面
で
も
透
明
性
を
さ

ら
に
高
め
、
企
業
経
営
と
社
会
の
健
全
な

発
展
に
貢
献
す
る
活
動
を
展
開
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
来
賓
の
林
信

光
国
税
庁
長
官
、
栃
木
県
知
事
（
代
理
）、

佐
藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
こ
の
後
、
会
員
増
強
や
福
利
厚

生
制
度
等
の
加
入
実
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

県
連
、
単
位
会
に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
、

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
で

は
、
日
本
経
済
の
再
生
に
は
中
小
企
業
の

活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
法
人
実
効
税

率
20
％
台
へ
の
実
現
や
本
格
的
な
事
業
継

承
税
制
の
創
設
な
ど
、
各
政
党
や
関
係
省

庁
に
対
し
て
提
出
し
て
い
く
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
最
後
に
大
会
宣
言
を
満
場
一

致
で
採
択
し
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
３
部
の
大
懇
親
会
は
、
隣
接
す
る
ギ

　

大
会
当
日
は
、
当
法
人
会
の
支
部
役

員
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会
の
執
行
部
33

名
が
運
営
部
会
の
業
務
で
あ
る
乗
降
案
内

や
会
場
ま
で
の
誘
導
を
担
当
。
新
幹
線
や

チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
で
来
県
さ
れ
た
大
勢
の

会
員
皆
様
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
は
、
一
時
長
蛇
の
列

県
庁
舎
内
で
は
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
案
内

大
会
会
場
ま
で
の
誘
導
案
内

ャ
ラ
リ
ー
棟
で
行
わ
れ
、
宇
都
宮
餃
子
や

と
ち
ぎ
和
牛
、
日
光
ゆ
ば
、
し
も
つ
か
れ

な
ど
、
本
県
な
ら
で
は
の
料
理
が
振
る
舞

わ
れ
、
大
会
を
通
し
て
相
互
の
交
流
と
連

帯
を
深
め
ま
し
た
。
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平
成
27
年
度
税
制
改
正
提
言
書

揃
っ
て
各
首
長
に
提
出

務
署
管
内
５
市
町
の
首
長
、
議
長
、
教
育

長
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
国
や
地
方
行
政
運

営
等
の
改
革
に
つ
い
て
各
支
部
長
、
税
制

委
員
か
ら
提
言
書
に
よ
り
提
言
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

法
人
会
は
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
公
平
で
健
全
な
税
制
の
実
現
を

目
指
し
て
、
会
員
企
業
の
意
見
や
要
望
を

反
映
し
な
が
ら
税
の
あ
る
べ
き
姿
や
将
来

像
を
見
据
え
て
建
設
的
な
提
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

は
、
毎
年
12
月
に
県
内
8
単
位
会
の
役
員
、

税
制
委
員
等
を
中
心
に
税
制
改
正
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

が�

５
１
１
名
か
ら
回
答
が
あ
り
、
こ
れ
を

県
連
税
制
委
員
会
が
鋭
意
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

真
岡
法
人
会
で
は
、
９
月
中
に
真
岡
税真岡・二宮支部

茂木支部 芳賀支部

市貝支部 益子支部

有 限 会 社　 新 井 油 店
代表取締役　　木　村　芳　之

（有）きむら写真館
〒321-4522 栃木県真岡市久下田西 3− 96− 1

ＴＥＬ／ＦＡＸ　0285 − 74− 0177

有限会社　新井油店
代表取締役　　新井　明
〒321-4521　栃木県真岡市久下田 893

ＴＥＬ．0285-74-0044 ㈹
ＦＡＸ．0285-74-0046

決
算
期
別
説
明
会
の
お
知
ら
せ

対
象
法
人
10
・
11
・
12
月

平
成
26
年
11
月
6
日
（
木
）
午
後
2
時

　
真
岡
商
工
会
議
所

平
成
26
年
11
月
7
日
（
金
）
午
後
2
時

　
茂
木
町
商
工
会
館
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青
年
部
会
連
絡
協
議
会

合
同
セ
ミ
ナ
ー
　

演
題

「
宇
津
家

４
０
０
年
の
歴
史
」

（
講
師
）
宇
津
善
博
氏

（
宇
津
救
命
丸
㈱
代
表
取
締
役
）

日
　
時 

　
平
成
26
年
11
月
14
日
㈮
午
後
３
時

第
一
部
　
真
岡
税
務
署
長
講
話

第
二
部
　
実
務
者
講
演
会

会
　
場 

　
真
岡
商
工
会
議
所
「
大
ホ
ー
ル
」

主
　
催 

　（
一
社
）
真
岡
法
人
会 

　

関
東
信
越
税
理
士
会
真
岡
支
部 

　

真
岡
間
税
会

会
員
の
皆
様
へ

実
務
者
講
演
会
の
ご
案
内

青
年
部
会
長　

秋
山
康
雄

　

9
月
5
日
群
馬
県
前
橋
市
で
行
わ
れ
た

関
東
信
越
法
人
会
青
年
部
会
連
絡
協
議
会

合
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
講
師
は
、
株
式
会
社
コ
シ
ダ

カ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長

の
腰
高
博
氏
で
し
た
。
腰
高
氏
は
、
家
業

の
ラ
ー
メ
ン
店
か
ら
事
業
転
換
し
て
、
カ

ラ
オ
ケ
本
舗
ま
ね
き
猫
を
全
国
展
開
し
て
、

２
０
１
４
年
連
結
業
績
予
想
会
社
で
は
売

上
高
３
８
０
億
円
経
常
利
益
４
７
億
円
の

ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
上
場
会
社
に
し
た
創
業
者

で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、
創
業
の
い
き
さ

つ
か
ら
始
ま
り
、
経
営
理
念
、
経
営
方
針

に
い
た
る
ま
で
、
創
業
者
と
し
て
の
実
体

験
に
も
と
づ
く
具
体
的
な

も
の
で
し
た
。

　

ラ
ー
メ
ン
店
の
不
振
か

ら
カ
ラ
オ
ケ
事
業
に
転
換

し
、
廃
業
し
た
店
舗
を
中

心
に
出
店
し
、
初
期
投
資

を
抑
え
る
こ
と
で
、
店
舗

数
を
拡
大
す
る
と
い
う
経

営
方
針
に
は
、
感
銘
し
ま

し
た
。
ま
た
創
業
時
の
苦

労
か
ら
ど
う
や
っ
て
事
業

を
拡
大
し
た
か
も
具
体
的

に
語
ら
て
い
た
の
で
、
話

が
わ
か
り
や
す
く
中
小
企

業
経
営
者
に
参
考
に
な
る

も
の
で
し
た
。

　

次
の
機
会
に
は
、
青
年

部
会
の
メ
ン
バ
ー
多
数
で

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成26年度「税を考える週間」における行事予定表
月日 曜日 会議・行事等 開始時刻 場所

11/10 月

納税表彰式

共催：真岡税務署行政協力会

　　　真岡税務署管内納税貯蓄組合連合会

　　　真岡税務署

15:00

真岡市青年女性会館

11/13 木

特別記念講演会
講師：奥野酒店　奥野　恵二　氏

主催：真岡市「青色申告期限内納税宣言都市」

　　　推進協議会

　　　（にのみや商工会青色申告会）

13:30

駅前どんとこい広場

（にのみや商工会館前）

11/14 金

税を考える週間実務者講演会

第１部　署長講話

第２部　講演会
講師：宇津　善博　氏

　　　　宇津救命丸　社長
共催：一般社団法人真岡法人会

　　　関東信越税理士会真岡支部

　　　真岡間税会

15:00

15:40
真岡商工会議所

11/19 水

税を考える週間　記念講演会

講師：関東信越国税局長
主催：栃木県税務連絡協議会

後援：関東信越税務連絡協議会

13:30
とちぎ福祉プラザ

（宇都宮市）

※
参
加
申
し
込
み
は
、
法
人
会
本
部
ま
た

は
各
支
部
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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善
意
銀
行
に
タ
オ
ル

５
６
４
本
を
預
託　

川
田 

友
美
さ
ん

職
場
の
花

足
利
銀
行
久
下
田
支
店

代表取締役　　上　野　利　夫
〒321-4511 栃木県真岡市高田 1841-27

ＴＥＬ．0285-75-1950 ㈹

ＦＡＸ．0285-75-1087

有限会社　枝製畳
インテリア・畳工事・特殊変形畳製作

一級技能士　　　枝　　和　裕
栃 木 県 真 岡 市 高 田 958-3
ＴＥＬ	 0 2 8 5 - 7 5 - 0 6 8 0
ＦＡＸ	 0 2 8 5 - 7 5 - 0 2 0 9
携　帯	 0 9 0 - 3 2 2 4 - 8 2 8 8
ＵＲＬ	 http://eda-seijyo.com

　

真
岡
支
部
女
性
部
で
は
、
社
会
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
未
使
用
タ
オ
ル
の
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
全
会
員
の

協
力
を
得
て
昨
年
よ
り
も
多
い
５
６
４
本

の
タ
オ
ル
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
タ
オ
ル
を
、
市
内
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
や
老
人
施
設
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
田
尻
部
長
を
は
じ
め
タ
オ

ル
収
集
担
当
の
総
務
委
員
会
（
篠
原
美
代

子
委
員
長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
９
月
12
日

（
金
）
真
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ

善
意
銀
行
に
寄
贈
・
預
託
し
ま
し
た
。

　

タ
オ
ル
は
、
市
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

に
配
布
し
て
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

当
店
の
歴
史
は
地
元
の
名
士
が
出
資
し

明
治
33
年
に
設
立
さ
れ
た
久
下
田
銀
行
に

始
ま
り
ま
す
。

　

昭
和
11
年
に
足
利
銀
行
と
合
同
し
足
利

銀
行
久
下
田
支
店
と
な
り
、
以
降
地
域
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
営
業
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

お
客
様
の
大
切
な
ご
預
金
を
預
か
り
、

事
業
や
住
宅
取
得
等
必
要
な
資
金
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
金
融
資
産
運
用
の
お
手
伝
い
す
る
、
等

地
域
の
皆
様
の
豊
か
さ
の
創
造
に
寄
与
す

る
こ
と
を
喜
び
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
川
田
友

美
は
お
客
様
の
金
融
資
産
の
運
用
の
相
談

を
主
な
業
務
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

投
資
経
験
の
少
な
い
お
客
様
に
も
わ
か

り
易
い
説
明
を
心
が
け
、
ま
た
預
金
や
国

債
、
投
資
信
託
、
保
険
な
ど
幅
の
広
い
提

案
を
し
て
様
々
な
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
客
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
講
習
会
を
開
催
　

（
総
務
委
員
会
）　

　

最
近
、
県
内
で
も
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

真
岡
支
部
女
性
部
で
は
、
こ
の
現
状
を

受
け
、
会
員
の
方
に
詐
欺
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
も
し
も
の

時
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
被
害
に
合

わ
な
い
よ
う
総
務
委
員
会
で
こ
の
講
習
会

を
企
画
し
、
９
月
16
日
（
火
）
フ
ォ
ー
シ

ー
ズ
ン
静
風
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
40
名
が
参
加
、
特
殊
詐
欺

に
つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た

講
師
に
は
、
真
岡
警
察
署
生
活
安
全
課
課

長
の
仲
田
正
和
氏
を
迎
え
、
約
１
時
間
に

わ
た
り
被
害
の
内
容
や
防
止
策
等
に
つ
い

て
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

仲
田
課
長
の
歌
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、

と
て
も
楽
し
い
講
習
会
と
な
り
、
講
習
会

後
の
食
事
会
で
も
会
員
同
士
の
懇
親
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

真
岡
支
部
女
性
部
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雑
談
・
雑
学
の
庭

羊
が
１
匹
、２
匹
・・
で
眠
れ
ま
す
か
？

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
大
谷
　
克
弥

〈
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
り
、
牧
場
の
多
い
英

語
圏
で
広
く
普
及
〉

　

季
刊
誌
「
ほ
う
じ
ん
秋
号
」
に
「
国
の

睡
眠
指
針
」
と
い
う
原
稿
を
書
き
ま
し
た

の
で
、
今
回
は
睡
眠
に
関
連
し
た
話
題
に

し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
な
か
な

か
眠
れ
な
い
夜
に
、
も
の
は
試
し
と
「
羊

が
１
匹
、
２
匹
・
・
」
と
数
え
始
め
た
体

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

私
は
小
学
生
の
頃
、
遠
足
の
前
夜
に
寝

付
け
ず
に
い
る
と
、
母
親
か
ら
羊
の
数
を

ゆ
っ
く
り
数
え
な
さ
い
、
と
教
わ
り
ま
し

た
。
成
長
し
て
大
事
な
受
験
の
前
夜
な
ど

に
も
、
往
時
を
思
い
出
し
て
数
え
始
め
ま

し
た
が
、
１
０
０
匹
に
な
っ
て
も
眠
れ
な

か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
２
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
が
、
関

西
に
あ
る
大
学
の
教
授
が
、
教
え
子
の
学

生
を
実
験
台
に
、「
羊
が
１
匹
・
・
」
で

実
際
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
確
率
で
眠
れ
る
か

を
検
証
し
ま
し
た
。
結
論
を
先
に
言
い
ま

す
と
、
日
本
の
男
子
学
生
に
は
「
羊
の
効

果
は
余
り
な
い
」
で
し
た
。

　

床
に
就
い
て
も
な
か
な
か
眠
れ
ず
、

悶
々
と
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
万
国
共
通

の
よ
う
で
、
こ
の
「
羊
が
１
匹
・
・
」
は

イ
ギ
リ
ス
で
古
く
か
ら
始
ま
り
、
牧
場
の

多
い
英
語
圏
で
広
く
普
及
し
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
羊
は
英
語
で
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
〈
シ

ー
プ
〉。
眠
り
、と
い
う
Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
〈
ス

リ
ー
プ
〉
と
非
常
に
よ
く
似
た
言
葉
で
す
。

そ
れ
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

英
語
が
母
国
語
の
人
、
特
に
子
供
た
ち

は
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
、
Ｔ
Ｗ
Ｏ　

Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
、・
・
」
と
数
を
追
っ
て
呪

文
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
唱
え
て
い
る
と
、

疲
れ
て
き
て
、
そ
し
て
飽
き
て
き
て
Ｓ
Ｈ

Ｅ
Ｅ
Ｐ
は
音
感
の
酷
似
し
た
Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｐ

に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
眠
れ
、

眠
れ
、
と
自
己
睡
眠
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

　

こ
の
入
眠
儀
式
的
な
呪
文
は
、
母
親
が

乳
飲
み
子
に
対
し
て
も
日
常
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
、
日
本
の
子
守
歌
の
「
ね
ん
ね
ん

こ
ろ
り
よ
、
お
こ
ろ
り
よ
、
坊
や
は
良
い

子
だ
、
ね
ん
ね
し
な
」
と
同
じ
で
し
た
。

〈
日
本
人
に
は
単
調
な
電
車
の
ガ
タ
ゴ
ト

音
や
雨
音
が
効
果
的
〉

　

さ
て
、
初
め
の
検
証
実
験
に
戻
り
ま
す
。

教
授
は
昼
間
、
眠
く
な
い
状
態
の
学
生
を

集
め
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
は
「
羊
が
１
匹
」

と
数
え
さ
せ
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
は
鼻
か
ら

吸
っ
た
空
気
を
口
か
ら
吐
き
出
す
腹
式
呼

吸
を
さ
せ
、
ど
ち
ら
が
先
に
、
そ
し
て
数

多
く
眠
れ
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
眠
く
な
り
始
め
た
際
に
出

る
“
ま
ど
ろ
み
状
態
”
の
脳
波
は
、
羊

グ
ル
ー
プ
が
平
均
14
分
4
秒
だ
っ
た
の
に

対
し
、
腹
式
グ
ル
ー
プ
は
平
均
9
分
32
秒

と
格
段
に
短
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
始
か
ら
20
分
以
内
に
実
際
に
眠

っ
た
学
生
は
、
腹
式
グ
ル
ー
プ
の
方
が
羊

グ
ル
ー
プ
よ
り
２
倍
ほ
ど
多
い
こ
と
も
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
授
は
、
腹
式
呼
吸
が
極
め
て
自

然
な
入
眠
方
法
だ
と
考
え
て
お
り
、
外
国

人
の
よ
う
に
シ
ー
プ
と
い
う
パ
行
の
発
音

を
す
れ
ば
腹
式
呼
吸
に
な
っ
て
、
ス
リ
ー

プ
に
つ
な
が
る
自
己
睡
眠
が
よ
り
強
く
な

る
と
見
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
人
が
ヒ

ツ
ジ
と
発
音
し
て
も
腹
式
呼
吸
に
は
な
ら

な
い
の
で
、
男
子
大
学
生
に
は
効
果
が
薄

い
、
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

　

腹
式
呼
吸
の
ほ
か
に
教
授
が
推
奨
し
て

い
る
日
本
人
向
け
の
入
眠
法
は
、
単
純
な

繰
り
返
し
音
で
、
筆
頭
は
電
車
の
ガ
タ
ゴ

ト
音
で
す
。
電
車
に
乗
る
と
よ
く
、
多
く

の
人
が
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
眠
り
込
ん
で
い

る
の
を
見
か
け
ま
す
か
ら
、
な
る
ほ
ど
と

実
感
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
小
川
の
せ

せ
ら
ぎ
、
静
か
な
雨
音
も
自
然
の
眠
り
を

誘
う
そ
う
で
す
。

　

社
会
人
に
な
る
と
遠
距
離
通
勤
の
上
に

残
業
が
続
い
た
り
し
て
、
夜
遅
く
帰
宅
し

て
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
や
睡
眠

薬
の
力
を
借
り
な
い
と
眠
れ
な
い
人
が
多

数
い
ま
す
。
筆
者
の
体
験
か
ら
し
て
も
止

む
を
得
な
い
面
は
あ
り
ま
す
が
、
強
い
依

存
症
に
進
ん
で
い
く
こ
と
も
あ
る
の
で
、

で
き
る
限
り
避
け
る
よ
う
に
と
、
専
門
家

は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

効
果
は
余
り
期
待
で
き
な
く
と
も
、
寝

床
で
ヒ
ツ
ジ
で
な
く
シ
ー
プ
と
発
音
し
て

数
え
て
み
る
の
も
１
つ
の
対
処
法
で
し
ょ

う
。
ま
た
睡
眠
不
足
と
判
断
す
れ
ば
、
少

し
無
理
を
し
て
も
始
発
電
車
に
乗
っ
て
、

ガ
タ
ゴ
ト
音
を
聞
き
な
が
ら
会
社
の
近
く

ま
で
熟
睡
す
る
策
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

［
筆
者
紹
介
］

大
谷
克
弥
（
お
お
た
に
・
か
つ
や
）
医
療

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
東
北
福
祉
大
学
講
師
。

日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
会
員
。

読
売
新
聞
社
出
身
で
、
在
職
中
に
長
期
連

載
「
医
療
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
創
設
。
現
在

は
フ
リ
ー
で
、
著
作
、
講
演
活
動
な
ど
に

従
事
。
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㈲ 
き
む
ら
写
真
館

フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
雅
写

株
式
会
社 

二
宮
金
次
郎
商
店

企 

業 

紹 

介

　

当
店
は
、
戦
後
ま
も
な
く
の
昭
和
21
年

1
月
、
初
代
館
主
、
木
村
修
作
に
よ
っ
て

創
業
致
し
ま
し
た
。
現
在
の
館
主　

木
村

芳
之
は
、
そ
の
孫
に
あ
た
り
ま
す
。
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
、
町
の
景
色
も
変
わ
り

人
通
り
の
少
な
く
な
っ
た
旧
店
舗
を
閉
店

し
、
国
道
２
９
４
号
線
沿
い
へ
新
店
舗
を

移
転
、
平
成
24
年
9
月
よ
り
新
装
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｎ
し
現
在
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
同
時

に
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
雅
写
（
が
し
ゃ
）
と

店
名
を
変
え
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

交
通
の
多
い
国
道
沿
い
の
た
め
、
筑
西
市

か
ら
の
お
客
様
も
多
く
ご
来
店
頂
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
栃
木
県
内
に
も
大
手
チ

ェ
ー
ン
写
真
店
が
数
多
く
進

出
し
て
い
る
現
在
で
す
が
、

個
人
経
営
だ
か
ら
で
き
る
写

真
撮
影
の
こ
だ
わ
り
や
、
お

客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
確
立

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
証
明
写
真
・
各
種
記
念

撮
影
や
撮
影
用
衣
装
の
レ
ン

タ
ル
な
ど
を
中
心
に
、
出
張

撮
影
な
ど
も
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。ま
た
地
域
の
幼
稚
園
・

小
中
学
校
で
は
、
各
行
事
の

撮
影
や
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど

で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の

皆
様
の
大
切
な
記
念
日
そ
し

て
素
敵
な
笑
顔
を
、
一
枚
の

写
真
に
残
す
と
い
う
お
手
伝

い
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
９
年
11
月
に
栃
木
県
内
で
２
番
目

の
道
の
駅
と
し
て
誕
生
し
た
〝
道
の
駅
に

の
み
や
〟
の
販
売
部
門
の
運
営
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
で
17
周
年
目
を
迎
え
、

日
頃
、
ご
愛
好
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆

様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
ち
ご
の
生
産
量
日
本
一
の
真
岡
市
の

道
の
駅
と
し
て
「
と
ち
お
と
め
」
や
「
と

ち
ひ
め
」「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」

等
や
近
年
で
は
夏
秋
に
収
穫
す

る
「
な
つ
お
と
め
」
と
一
年
中

い
ち
ご
が
味
わ
え
る
道
の
駅
と

し
て
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
い
ち
ご
関
連
の
商
品
と

し
て
お
土
産
品
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト

ア
イ
ス
等
、
中
で
も
「
と
ち
お

と
め
」
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
は

局
地
的
ブ
ー
ム
と
な
る
人
気
商

品
で
、
お
客
様
に
お
喜
び
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
道
の
駅
が
〝
通
り
す

が
り
の
休
憩
施
設
〟
か
ら
〝
目

的
地
と
な
る
施
設
〟
と
位
置
付

け
が
変
化
す
る
中
で
当
道
の
駅

の
役
割
と
し
て
、
現
在
よ
り
も

多
く
の
皆
様
に
〝
日
本
一
の
真

岡
市
の
い
ち
ご
〟
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
い
ち
ご
の

広
告
塔
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

近
年
中
の
店
舗
改
装
計
画
の
検
討
な
ど
に

よ
り
来
場
す
る
お
客
様
や
地
域
の
生
産
者

な
ど
皆
様
に
良
い
施
設
で
あ
る
た
め
に
さ

ら
な
る
向
上
を
め
ざ
し
邁
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

近
年
、
当
道
の
駅
に
ご
来
場
い
た
だ
け

る
皆
様
に
感
謝
し
〝
お
も
て
な
し
〟
の
心

を
も
っ
て
ご
対
応
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、「
道
の
駅
に
の
み
や
」
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


